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授業のねらい

企業と消費者は、市場という時空間の中で様々な流通活動を行っている。その中の商業空間を構成する要素は、土地、自然資源、社会資本、制度資本の
４つとされ、その魅力がグローバルに動き回る人・モノ・情報・お金を引き付ける。ゼミナ－ルでは、商業空間の拠点整備プロジェクトを対象にプロジェ
クト評価の手法を習得することにより、自らの課題を発見し解決する能力を身につける。

到達目標

・費用便益分析の理論を学び、基礎的な用語を正しく使える
・事例をとおして、費用便益分析の基礎を習得する
・「環境の価値」を計測する方法について習得する
・以上をとおして、習得した知識および技能により、自ら課題を発見し解決する能力を身につける

授業内容

1週目 プロジェクト評価とは
2週目 社会資本の定義
3週目 開発と効果
4週目 「幸せ」は測れるか
5週目 費用便益分析
6週目 費用とは
7週目 効果と便益
8週目 効果の分類
9週目 需要と供給の調整
10週目 消費者余剰
11週目 仮想的市場分析
12週目 事例研究：費用 
13週目 事例研究：効果
14週目 プレゼンティション：費用
15週目 プレゼンティション：効果
16週目 プロジェクト評価の将来

準備学習(予習・復習)等の内容

ゼミナールは、「講義」と「ケ－ス・ディスカッション」から構成され、与えられた課題について討論するため予習が必要となる。以上に対応するため、
週３時間の予習と復習を行うこと

成績評価の方法・基準

事例分析した結果をプレゼンティションすることにより評価する

履修上の留意点/課題に対するフィードバックの方法

公表データを用いた具体的な実証分析が求められる

テキスト

ゼミナ－ル時に資料を配布する
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